平成20年12月17日
工事請負契約における単品スライド条項の運用の拡充について

　いわき市工事請負契約約款第２５条第５項（単品スライド条項）の運用については、平成２０年８月

１２日に具体的な運用基準を定め、全国的に価格高騰の著しい「鋼材類」と「燃料油」の２品目を対
象に運用を図ってきたところですが、２品目のほかにも、原材料費の高騰などその価格上昇要因が

明確な資材について、工事の請負代金額に大きな影響を及ぼす場合（請負代金額１％以上）には、発注者･受注者間の個別協議に基づき、単品スライド条項の適用対象資材とすることができるよう本日から運用を拡充することとしましたので、お知らせします。

【従前からの考え方との比較】
	事　項
	H20.8.12付け運用基準
	今回の拡充内容

	価格変動地域の
捉え方
	全国的な価格上昇に限定
	全国的なものでなくとも、地域的な
価格上昇でも可能

	対象となる品目
	鋼材類、燃料油
	左記以外にも、工事の総価に大きな
影響を及ぼすもの

	品目の指定
	市において指定
	発注者・受注者間の個別協議に
基づく

	変動額算定ルール
	工事請負額に対して１％以上の
影響を与える品目の合計増加額の
うち、工事請負額の１％を超える額を発注者が負担
	同　左


〈問い合わせ先〉

総務部工事検査課　　電話 0246(22)7405
財政部契約課　　　　電話 0246(22)7419

※　個別の工事に係る適否については、各発注担当課へお問い合わせください。
